
模擬患者(SP＝Simulated Patient)

とは、実習者（医師･看護師･臨床検査

技師･診療放射線技師･薬剤師･臨床工学

技士･事務総合職等）のコミュニケー

ションスキル、身体診療スキルなどの

向

ライフ・プランニング・センター

臨床心理ファミリー相談室カウンセラー

健康教育サービスセンター副所長

臨床技能を向上させるための手助けを

目的とした活動です。

その中でも、「日常的な診療場面を

想定したシナリオに基づいて患者役を

演じること」「患者として感じたこと、

思ったことを伝えること（フィード

バッグ）」が重要な役割になります。

病気や患者になったことがない方で

も患者の気持ちや生活者としての視点

をお持ちであれば、だれでも模擬患者

になれます。

＜参加と協同＞

私たちは、主体的にいのちとくらしを守り健康をはぐくむ活動に参加し、協同を強

めてこれらの権利を発展させます。

模擬患者の活動は、職員育成をはじめ事業所におけるサービスの質を高め、黒字を

生み出す経営基盤の強化につながります。また、模擬患者を演じらえた方自身も医療

現場の実情がわかり、「賢い患者」になることができます。

医療生協さいたま 本部事業部（担当：秋葉）

電話：048-296-5609（直通）


